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ウメの新たな需要拡大に向けた

民間企業との共同による新商品開発
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１．「紅南高」の特性評価と生産拡大

「南高」陽光面の
果皮は赤く着色

市場では通常果実の
２～３倍で取引

紅南高
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ポリフェノール
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クエン酸

①紅南高の機能性成分評価

紅南高

無着色果実

通称
紅南高

和歌山県のウメの
70%以上が「南高」

知見を活用
した梅酒商品



無処理

UVカット

②赤色着色の要因解明
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摘心・摘葉処理 収穫時

③紅南高の生産技術開発

ポリフェノール



酒造メーカーから、「南高」の香りを強化した

ブランド梅酒商品開発の提案

①「南高」梅酒の特徴的な香気成分を解明

成分名 香り特徴

 γ-デカラクトン

 δ-デカラクトン ・・・・・ モモ様

 酪酸エチル ・・・・・ パイナップル様

 酢酸ブチル ・・・・・ フレッシュリンゴ様

 安息香酸エチル ・・・・・ シバ様

 （茶色;フルーティーな芳香、青;未熟な香り）

２．「南高」の香りを活かした梅酒商品開発
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②熟度･着果位置との関係解明

 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期  Ⅵ期  Ⅶ期

「南高」は樹上で黄色くなるまで熟し、
熟した果実はモモ様の香りをもつ
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③栽培地域との関係解明 ④芳香成分が高まる指標解明
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果皮色 b*値モモ様の香りが強く
感じられる目安
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⑤大きさ･追熟との関係解明

フルーティーな香りを強化した梅酒商品の
原料調達指標として利用（2011年から販売）

←海側 山側→



２０℃で４日エチレン処理

露茜 不十分な着色熟度のばらつき

産地化の課題

鳥獣被害

３．「露茜」の色を活かした加工品開発

赤い色が特徴

色づき始めの果実を収穫し、エチレンを処理して

追熟させることで赤く着色させる方法を開発

（特許第5796825号；梅類果実の赤化方法）

これらを解決するために

機能性段ボール箱
＋ エチレン発生剤
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①効率的に着色させる技術の開発



③大量に追熟する方法を確立

梅酒 梅シロップ

②追熟で赤くする最適な熟度を解明

追熟技術を活用して商品化 追熟果の生果での販売

濃い赤色果実の安定供給により
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